
夢
二
⑳
ふ
る
書
と

竹
久

夢

二

↑

８
８
４

∫
ユ
９
３
４
一
の
生

家
は
孟
宗
竹
が
背
後
に
茂
る
凶
ふ
と
こ
ろ

に

あ

っ

た
。

土

塀

に

囲

ま

れ
た

庭
に

面
し

て
茅
葺
き
の
母
屋
と
納
屋
が
Ｌ
字
型
に
健

っ

て

い

る
。

入

口

に

は
、

生

涯

を

通

じ

て

深
い
理
解
者
で
あ
っ
た
有
島
生
馬
の
碑
文

「
竹

久

夢

二

こ

こ

に
生

き

る
一

が

あ

る
。

庭

の

棚

に

は
、

ぶ

ど

う

の

房

が

太

っ

て

秋

の

近

い

こ
と

を

感

じ
さ

せ

て

く

れ
た
。

母
屋
と
納
屋
は
、

夢

爾
土
美
術
館
と

し

て

当

時

の
ま

ま

に

保
存

さ

れ
、

夢
二

の

作
晶
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

夢

添

少
年

時
代
に
勉
強
部
屋
と
し
て
使
っ
て
い
危
小

部

屋

も

そ

の

漢

漢

残

さ

れ

で

紬
愁
。

彼

を

可

愛

が

っ

て

い

危

姉

の

松

香
養

ん

淋
、

酉

大

寺

へ

嫁

に

い

っ

た

時
、

淋

じ

く

て
「
竹

久

松

香
」
と

墨

で
書
い
た
窓

の

柱

の

落

書

き

は
、

文
字
が
薄
れ
た

た
め
別
に
保
存

さ

れ

て

い

た
。

竹
久

夢
、
、

の

朱

蒙
と

納

蟻

撒
サ、
止・

少
年

の
＾
勉
強

納

簾

”



は
、

生
ま

れ
た

邑

久

の

墨

山

や

川

－

小
径
、

大

師

堂
、

静

円
寺
、

高

星

神

杜
、

あ

る

い

は

母

の

家

の
白

壁
、

ツ
バ

キ

の

老

木

な
ど

で
あ
っ
た
。

都
会
的
な
印
象
の
強
い
秤
情

派

繭

人
の

育

っ

た

場
一
所
が
、

牧

歌

的

風
景

を
残

し

て

お
り
、

印

象

深

か

っ
た
。

生

家

の

隣

に

は
、

彼

が

姐

歳

の

時
、

東
京
伐
胴
谷
に
建
て
た
ア
ト
リ
エ

「
少
年

山

荘
一

が

復

兀
さ

れ

て

い

る
。

夢
二

が

自

ら
設
計
し
た
と
い
わ
れ
る
お
し
ゃ
れ
な
洋

館

は
、

大

正

ロ

マ
ン

そ

の

も

の

の

仔

ま

い

で
あ

っ

た
。

だ
が
、

不

思

議

と
邑

久

の

胴

園
風
景
と
違
和
感
が
な
い
。

夢
二
の
ア
ト

リ

エ

と

い

う

先

入
観

か

ら

だ

け

で

な

く
、

望
郷
の
詩
人
の
夢
の
．原
点
に
建
っ
て
い
る

か

ら

だ

ろ
う

か
。

有
本
努
水
の
詩
碑

有

本

芳

水
（
ユ
８
８
６

∫

］
９
７
６
一
は

隣

祭

由

姫

路

市

の
生

ま

れ

だ

が
、

小

学

校

卒

業

後
、

聞

山

県

に

移

住
、

関

西
（
か

ん

ぜ

し

申
学

一
現
、

関
酉
高
校
）

か
ら
早
稲

田
大

学

文

科

に
進

み
、

若

山

牧

水
、

正

富

注

洋

ら

と

作
晶

を

雑

誌

に

発

表

し

て

い

る
。

卒

業

後
、

実

業
之

員
本

杜

に

入

り
、

竹
久

夢

二

と
知

り

含

っ
た
。

了

９

王
４
一
大

正

三

年
、

夢

二

の

装

γ
。
挿
絵
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
処
女
詩
集

『
芳
水
詩
集
』

は
、

爆
発
的
人
気
を
得
て

少

年

文

学

の
ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

に

な

り
、

２

γ
○
版

と

い

う

異

例

の
版

を

重

ね
た
。

母
校
一
関
璽
縁
校
の
校
庭
に
あ
る
詩
碑
ほ

人

は
故

郷
を

思

ふ

と
圭

赤

き
タ

費

に
涙
せ

む

人
は
母
校
を
思
ふ
時

と

び
行

く

雲

を

空

に
見

む

母

校
恋

し

や

帰

り
た

や

で

あ

る
。

春

は
名

の

み

の

野

っ
か

さ

に

た

ま
た

ま

逢

ひ

し

旅
入

よ

－

は
、

丸
山
と
い
う
名
の
小
公
園
の
雑
草
の

中

に

あ

り
、

誰

も

知

ら

ず
、

探

す

の

に

苦

労

し

た
。

二
つ
の
詩
碑
に
く
ら
べ
て
、

後
楽
園
外

苑
の
詩
碑
は
、

自
御
影
石
の
ス
マ
ー
ト
な

碑

で

あ

っ
た
。

ｊ

と
り

よ

小

島
よ

小

鳥

う

ら

や
ま

し

う

麦
れ

故

郷

の

恋

し
さ

に

３０

撚
墜

萄

濠

籔

奪

て
蒸

獺
閲

議

妓
戸
は
ｉ
つ
あ

げ

て

う

た

ひ

し

や

嚢

近
く
に
元
岡
｛
県
知
事
一
三
木
行
治
の

芳
水
讃
歌
の
文
章
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

彼

は
大
正
前
期
、

夢
二
の
挿
絵
入
り
で
芳
水

の
詩
が
毎
月
載
っ
た
雑
誌

「
Ｈ
本
少
年
一

と
、

単
行
本

『
芳
水
詩
集
』

の
愛
読
着
で

あ

っ

た

の

だ
。

二

の

詩

碑

建

立

（
ユ
９
６

玉
年
一
を
機
に
、

『
芳
水
詩
集
』

が
昔
ど

お

り

の

夢
二

の

装

丁
。

挿

絵

入

り

で

復

刻

出

版
さ

れ

た

こ

と

も
知

っ

た
。

驚
簿
警
爾

燃
鰻
碑
畿
蒲
淡

後
楽
園
の
旭
川
べ
り
に
建
つ
夢
一
一
の
碑

は
、

川
の
流
れ
を
見
下
ろ
す
眺
望
の
い
い

小
公

園

に

あ

る
。

ま

て
ど

暮

せ

ど

来

ぬ
ひ

と

を

宵
待

草

の

や

る
せ

な
さ

こ

よ

ひ
は

月

も
虫

ぬ

さ

う

な

夢

少
し
離
れ
た
左
手
に
有
本
芳
水
の
副
碑

が

あ

る
。

－

画
家

で

あ

り

詩
人

で

あ

っ
た

夢

二

竹カ）夢．．二と 衛 米拷ソくぴ）産駄繁

夢二の 憎 特草」の扇乾 有本芳氷鱒

燭１１溺繋

正
２
年

Ｈ

月
発
行
の
絵
入
小
唄
集

『
ど

ん
た
く
』

で
あ
る
。

夢

示

彦
乃
と
潤
山

へ
来
た
の
は
大
正
６
年
以
降
で
あ
る
二
と

は
、

彼

の

年

譜

で

明

ら

か

で

あ

る
。

二

人

が

旭

川

河

畔

を

散

歩

し

て

い
た

の

は
、

発

表

後

の

こ

と

で
あ

っ
た
。

「
宵

待

草
」

の

作
詩
場
所
は
、

夢
二
研
究
者
が
言
っ
て
い

る
よ
う
に
、

千
葉
県
銚
子
術
の
犬
吠
崎
に

近

い
海

鹿

島

で
あ

ろ
・
つ
。

ま
淀
、

宵
待
草
を
い
う
植
物
は
な
い
の

樽
、

夢
一

添
闘
粗
撃
総
淀
詮
沙
沙
指
摘
を
し

怒
淋
狐
愁

澄

り

潅
淡
、

溝
蟹
一
は

柵
お

潟
豪

つ

漢

紬

箪
趾

綴

濠

濠

は
翻

滋

で

潟

り
、

河

原

増
墾
霧
縫
僕
祭
潟
暴
一
曇
悠
歌
っ
彪
も
の
で

夢

蒲

熔

榊
簿

簿

草
一

裟
し

危

些
一
」
ろ

に
、

∬



彼

の
詩

精

神

が
あ

る

と

い
え

よ

う
。

さ

ら

に
、

一
」
の

唄

に

は
エ

ピ

ソ

ー

ド

が

あ

る
。

婿

和

王

３

年
、

松

竹

が
古

曜

三

枝

子
、
王

演

で

映

繭

化
し

た

時
、

吉

曜

は

二

節

ま

で
歌

っ

て
い

る
。

こ

れ

は
一

節

だ

け

で

は
淋

し

い

と

い

う

こ

と

で
、

夢
二

の

ｒ

解

の

も

と

に

酋

条

八

十
が

作
詩

し
た

と

い

う
。

夏

の

宵

に

花

鯛

い

て
、

明

く
る

目

の

陽

に

は

酎

え
ら

れ
ず

し
お

れ

る
、

は

か

な

い

花
。

あ

ま

り

に

も

ナ

イ

ー

ブ

な

「
宵

待

草
」

の

唄
だ

が
、

多

く

人

を

魅

了

し
、

口

ず
さ
ま
れ
て
き
た
。

夢
二
の
絵
と
芳
水
の

詩
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、

感
傷
好
き
の
少

年
読
者
を
喜
ば
せ
た
、

コ
ン
ビ
的
存
在
で

あ
っ
た
芳
水
と
し
て
は

「
宵
待
草
」

の
作

詩
場
所
を
旭
川
と
思
い
込
ん
だ
と
し
て
も

や

む

え

な

り

」
と
な

の
か

も
知

れ

な

い
。

夢
二
鰯
土
葵
術
館

後
楽
園
に
入
る
蓬
莱
橘
の
た
も
と
に
、

赤

レ

ン
ガ

造
り

で
、

屋

根

に

は

風

見

鶏

の

つ

い
た

エ

キ

ゾ

チ

ッ

ク

な

夢
一
一
郷

土

美

術

館
が

あ

る
。

「
宵

待

草
一
の

メ

ロ

デ

ィ

ー

が

流

れ

る
館

内

に

は
、

彼

の

残

し

た

素

描
、

水

彩
、

油

絵
、

雑

誌

の

挿

絵

な

ど

数

多

く

展

示
さ

れ

て

い

た
。

恋

に

生

き

た

夢
二

は
、

旅

人

で

も
あ

っ

た
。

京

都
、

長

崎
、

伊

香

保

温

泉
、

東

京
、

そ

し

て

ア

メ

リ

カ

な

ど

各

雄

の

作

品

が

豊

富

だ

っ

た
。

繭

人
、

詩
人
、

旅
人
夢
二
の
足
跡
を
た
ど

り
、

信

州

富
士

見

高

原

療

養

所

で
、

ふ
る
さ
と
へ
の
郷
愁
の
な

か
で

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
最
後
に

波
欄
の
生
涯
を
終
え
た
夢
二
を
偲

ん

だ

こ

と

だ

っ

た
。

療

０

Ａ

↑

Ａ

畳
夢
二
郷
土
蓑

箆
一
襲

飽

閥
出

布

浜

２
↑
・
實

コ
月

３

２

峨

鰯
山
駅
か
ら
バ

ス
鎗
綴
汰
園

方
面
行

「
蓬
莱
擬
」

下
璽
す
ぐ

蟹
時
茎

η

時

恩

腰

錨
一

大
人
フ
Ｏ
Ｏ

弔

繊
蝿
０

８

６

・

２

フ

ー

・

１

０

０

０

。
魅
瞬
二
生
蒙
咀

蕾

仙
舷

瀬
芦
肉
布
邑
久
跡
本
庄

源
蘇
穂
轡

緊
験
か
ら

バ

ス
、

参

ク
シ

ー

約

分

９
時
≦
η

蹄

爆

榛
錐

大

人

５

０

０
円

欝
（
）

８

６
◎
）
臣

婁

２

・
（
）

６

凄

２

騒
参
番
文
献

霧
厨
二
⑳
ふ
る

さ
と
』

畜
尿
艶
繋
一
表
蕾

鰯

山

文

摩

｛
§
饗
嫁

緯

例

同
闘
出
⑳
文
撃
繭
蔓

山
本
哩
嚢
瓜
郎
霧

闘
ぬ

茎
爆

－
蟹
δ
δ
隼
榊

夢 二郷１二矧 櫛 秘寓

㎜

へ轟
騰

珊
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＾
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一ムラコ

館

長

の

千

田

洋

右

さ

ん

は
、

話
し

て
い
る
問
に
個
性
が
輝

い

て

く

る

方

で

あ

る
。

大
学
の
文

学
部
を
卒
業
し

て
、

新
聞
記
者
か
高
校
の
園
語

の
教
師
に
な

ろ
う
か

と
思
っ

て

い

た

が
、

い

つ

の

閤

に

か

銀

行

マ

ン

に

な

っ

て

い

た

人
。

そ

の
中
国
銀
行
の
企
画
部

長
代

理

の

と

き

に
、

文

学

館

造

り

に

情
熱
を
注

い
だ
話
に
感
動
し

た
。
オ

ー

プ

ン

時

に

広

報

室

長
、

そ
し
て
地
元
Ｔ
Ｖ
局
の
役
員
を

へ

て
、

開

館

柵

周

年

を

前

に

赴

任
。
こ

の

館

長
が

い

た

か

ら
、

今
口
の
吉
備
路
文
学
館
が
あ

る

ん

だ

と
、

ユ

ニ

ー

ク

さ

の

一

つ

ひ

と

つ

が

胸

に

落

ち
、

納

得

し

た
。

ユ
９
８
６

年

秋

に

開

館

し

た

こ

の

文

学

館

は
、

地

元

企

業

の

中
国
銀
行
が
基
金
三
億

円
余

を

拠

出
、

財

団

法

人

を

設
立
、

土

地
、

建

物
、

資

料

な

ど

の

計

十
数
億
円
梱
当
も
銀
行
か
ら

提

供

し

た
。

当

時

の

ト

ッ
プ
、

そ

し

て

続

く

歴

代

の

ト

ッ

プ

が
地

域
杜
会
へ
の
貢
献
と
い

う

理

解

が

大

き

い
。

ま

た
、
「
金

は

出

す

が

口

は

出

さ

な

い
」
と

の
約
東
で
、

現
場
に
運
営
一
切

を

ま

か

せ

て

お

り
、

ユ

ニ

ー

ク

な

文

学

館

だ
。

対
象
地
域
は
館
名
の
よ
う

に
古
代
の
青
備
に
広
げ
、

広
島

県
の
一
都
に
も
ま
た
が
っ
て

い

る
。

二

の

た

め

も

あ

つ

て

関

係
文
学
者
は
ユ
８
０
人
に
も
及

び
、

資

料

が

豊

富

な

こ

と

も

特

徴

に

あ

げ

ら

れ

よ

う
。

闘
館

１０

周
年
記
念
特
別
展

は
、
「
吉

行

淳

之

介

展
」
、
「
木

山

さ

ん

捷

平

さ

ん

展
」
。

２０

周

年

記

念

展

は
、

「
薄

田

泣

茎

展
」
を

予

定

し

て

い

る
。

こ

の

ほ

か

年

四

同

の

食

画

展

を

行

う

が
、

こ

旭
㌫

特

甑

ん

茉

開食富ユＯ周牟三書

吉行淳 之

ぎ行あぐりさん（右）、 和

中央が 館長の 予

の

企

繭
、

構

成
、

制

作
、

ポ

ス

タ

ー

。

チ

ラ

シ

の

デ

ザ

イ

ン
、

展

示

作

業

ま

で
、

館

長

は

じ

め

ス

タ

ッ

フ

全

員

で

こ

な

し
、

外

部

業

者

は

使

わ

な

い
。

展
示
場

以
外
の
ス
ペ

ー
ス

は

講

座
、

講

演

会

に
、

二

階

の

研
究
室
は
各

分
野
の
文
学
研

究
会
に
活
用
、

生
涯
学
習
の
場

と

し

て

提

供

し

て

い

る

二

と

も

注

胃

し

た
。

こ
の
文
学
館
は
清
雅
な
庭

園

を

も

っ

て

お

り
、

旭

川

の

支

流
、
酉
川
疎
水
を
引
き
込
ん
だ

泉

水
の
周
囲
に
は
四
季
折
々

の
花
が
映

き
目
を
楽
し
ま
せ

髄 鰯 麓 簸、一
蕊 鰯 灘 幾 灘搬 鱗覇菱 一一一一

鰯鰹 鰯 鰯 鰯 一
一

鱗 鰯 擬 購鰯翻 難
，一簸譲鰯議

鱗鶴灘幾綴 鰯 鰯

議鑑 綴 鰯灘 鰯 蟻 灘 一、
繭滋 簸欝 灘 穣灘再縫 魏 畿 一

な 恢 で れ
文 葵 野 る
学 芒 点

。

館 の 毎
で を 年

考臓
く２

薄偽 路の 作家 墨書縫

て

く

れ

る
。

毎

年

春

に

は
、

二

の
庭
で
野
点
の

「
欝
金
（
う
こ

ん
）
桜

茶

会
」

を

催

す

な

ど
、

優

雅

な

文

学

館

で

あ

る
。

Ｍ


